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西小倉地域小中一貫校整備検討委員会 

第４回 地域部会会議録 

 

日 時  令和５年２月１４日（火）１９時 開議 

 

場 所  西小倉コミュニティセンター 集会室 

 

会 議 日 程 

 

１．地域部会協議 

（１）第３回地域部会の振り返り 

①前回ワークショップでの各グループ検討内容の説明 

（２）ワークショップ形式による検討 

    ①事務局よりテーマ・資料等の説明 

    ②グループワーク（意見交換・意見整理） 

    ③発表  

 

会議に付した事項 会議日程に同じ 

 

出席者 

（部会長） 

  岩井 浩 

（副部会長） 

  三宅 康一 

（委員） 

  山花 啓伸    泉 敏子   齊藤 常雄  木下 喜彦 

  村瀬 豊穂  日野 真代  山本 直彦 

 

   

（事務局） 

政策戦略課長 佐々木 卓也  政策戦略課 木下 健太郎 

政策戦略課  奥本 貴史 
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  開       会  （１９時００分） 

１．地域部会協議 

（１）第３回地域部会の振り返り 

①前回ワークショップでの各グループ検討内容の説明 

 ○事務局より、ワークショップ形式にて各グループが検討した内容について説明。 

 

［質 疑］ 

 質問・意見は特になかった。 

 

 

（２）ワークショップ形式による検討 

①事務局よりテーマ・資料等の説明 

○事務局より、本日の検討テーマ（課題解決に向けたアイデアを考える）と今後の検討スケジュ

ール、および検討資料について説明。 

 

［質 疑］ 

［委  員］ 今回のグループワークは、前回の検討内容に基づいて、課題解決のア

イデアを考えるのか。 

［事 務 局］ 前回確認できた課題をベースにして議論・意見交換していただき、抽

出したアイデアのうち、学校の跡地活用でできる事と、そうでない事

の仕分けをお願いしたい。 

［委  員］ 地域部会のみで、検討を進めてしまってよいのか。地域には様々な意

見があると思うが、市で把握している意見を事前に地域部会にて共有

してもらえれば、それも踏まえて地域部会の検討を進められると思

う。 

［事 務 局］ 地域部会で取りまとめた検討内容の報告のみをもって、利活用の方針

を決定するものではなく、方法については別途検討する必要がある

が、他にも地域の方の意見を聴取し参考にするつもりである。市が把

握している意見をこの場で共有することは有益であると思う。 

 

②グループワーク（意見交換・意見整理） 

 〇本日の検討テーマである、課題解決に向けたアイデアについて、グループワーク形式による意

見交換・意見整理を実施。 

 

③発表 

［Ｂグループ］ 

  避難場所については、特に乳幼児や高齢者がゆったり過ごせる二次避難場所の整備し、避難場
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所は普段から使えるようにしたいという事が挙がっていた。 

  コミュニティーについては、北・南・西小倉小学校区に暮らす誰もが遊べるような場所を市の

管理の下で整備し、その場で喫茶スペースなどをボランティアの方などに運営してもらうことで

社会参加の場としても機能させたいという意見が出ていた。 

  遊び場・居場所についての検討の中では、高齢者が培った技術や経験を子供たちへ伝えていけ

るような場所で、子どもから高齢者まで誰もが集える施設にしたいと意見がまとまった。 

 

［Ａグループ］ 

安心・安全に笑顔で暮らせる未来のために、何が必要かを検討した。 

避難所の確保と道路の整備は絶対に欠かせないという意見があった。 

  街を活性化するため、民間活用の視点が大事ではないか意見が出た。遠くへ買い物に行けない

高齢者のために、地域で安心して買い物できる商業施設が展開する事が必要で、市の内外から企

業が集まることで、そこから若い人たちの雇用につなげることもできるとの意見が挙がった。 

  憩いの場を望む意見があり、例えば芝生の広場で、マルシェなどのイベントがあり、そこに行

くだけで誰かに会える場所があればいいとの意見が出た。 

また、音楽活動や創作活動などができるスペースがあり、ギャラリーなで定期的に発表できる

ようにすると、人が集まり、子どもや高齢者だけなく、多世代が交流できるイメージが持てた。 

  学校敷地は広いので、色々スポーツ活動をできる場や、子どもが思い切り遊べる場所として活

用するイメージが持てた。また地域全体の学びの場や市民農園などの利活用することでみんなが

集えるイメージを持つことができた 

 

 

部会長より、本日の内容について、質問・意見がないかの確認がなされた。 

 

［質 疑］ 

［委  員］ 地域の方で、跡地活用について興味があり意見を言いたいという方が

いると思うが、跡地活用について地域の方に説明をする場や意見を聞

く場を設ける予定はあるのか。 

［事 務 局］ 地域の方への説明や意見聴取ついては、方法を別途検討した後に実施

していきたいと考えている。 

 

部会長より次回の日程および検討内容については事務局と調整の上決定していく旨の説明があり、

その後、閉会が宣言された。   

 

閉       会  （２０時３０分） 


